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カシオペアＮＥＴの構築を進めています

● 現在の状況と今後の取り組み

　現在、ファーストフェーズとして作成したアプリに

ついて、データ移行や動作確認を行いながら、本格的

な運用開始に向けた準備を進めています。

　今後は、デモ環境を活用しながら実運用への移行を

進めるとともに「地域包括ケア支援アプリ」に加え、

「介護認定審査支援アプリ」の活用も順次進めていき

ます。さらに、セキュリティ対策として二要素認証の

導入を進めていくこととしています。

　引き続き、説明会などを通じて状況をお知らせしな

がら、地域の医療・介護・福祉関係者の皆様に広くご

活用いただけるよう取り組んでまいります。

　「一戸町在宅医療推進会議全体会」では、当ＮＰＯ

法人から、カシオペアＮＥＴの構築状況や今後の活用

について説明しました。

　また、二戸地域メディカルコントロール協議会から

心肺蘇生等を望まない意思が示された傷病者に対する

救急活動プロトコールの運用開始に向けた説明が行わ

れ、地域の関係者との情報共有が図られました。

 一戸町在宅医療推進会議全体会2/25● 地域の多職種連携の強化に向けて
　当ＮＰＯ法人では、カシオペア地域における医療・

介護・福祉の連携強化を目的として、カシオペア地域

包括ケア・ネットワークシステム「カシオペアＮＥ

Ｔ」の構築を進めています。

　地域の関係者が必要な情報を共有し、より円滑に連

携できる環境づくりを目指しています。

● これまでの取り組み

　昨年１２月に開催したカシオペアＮＥＴフォーラム

をはじめ、カシオペアＮＥＴ検討委員会や包括支援部

会、各種研修会などの機会を通じて、カシオペアＮＥ

Ｔの概要や構築状況について説明を行ってきました。

 介護事業所セミナー1/28

　１月に行われた「介護事業所セミナー」では、介護

支援専門員や介護施設職員などを対象に、カシオペア

ＮＥＴの概要やこれまでの検討経過を説明しました。

　また、訪問診療・訪問看護で活用しているアプリを

もとに再構築した「地域包括ケア支援アプリ」を紹介

し、実際の画面を用いたデモを通して、機能や具体的

な活用方法について説明しました。
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